
日

＾
∞り
　
山

行

報

告

（炒
“
・

櫻
水

根

沢

（
鴨

沢

―

金

子

変

更

）

期
　
日
　
七
月

一
八
日
⑬

参
加
者
　
永
井
Ｌ
　
橋
本
　
以
上
三
名

報
告当

初
、
小
袖
川
か
ら
の
金
子
ま
で
二
日
間
で
予
定
し
た
が
、

永
井
の
都
合
で

一
日
と
な
り
、
奥
多
摩
湖
の
土
砂
崩
れ
の
た
め

水
根
沢
に
変
更
し
た
。
沢
数
室
に
参
加
し
な
か

つ
た
橋
本
に
と

つ
て
好
都
合
で
あ
る
。

バ
ス
停
か
ら

一
〇
分
程
歩
き
、
フ
ラ
ジ
に
は
き
換
え
る
。

軽
快
な
河
原
も
長
く
は
紘
か
ず
、
陰
険
な
沢

へ
と
変

っ
て
来

た
。

一
時
間
三
〇
分
程
で
も
う
橋
本
は
ず
ぶ
ぬ
れ
で
あ
る
。
半

円
の
滝
を
過
ぎ
る
ま
で
に
５
日
程
落
ち
る
。
半
円
の
滝
を
過
ぎ

る
と
、
こ
れ
と
い

つ
た
悪
場
も
な
く
、
や
ぶ
こ
ぎ
も
せ
ず
石
尾

根
縦
走
路

へ
。
鷹
巣
山
頂
で
は
ゴ
ミ
の
後
始
末
を
手
伝
い
、
あ

七

・
二

一

打
合
せ
会
　
橋
本
、
稲
垣
以
外
は
全
員
集
合
し

各
係
の
細
部
打
合
せ
を
行
う
。
安
富
不
参
加
と

な
り
急
き
よ
菅
沼
を
沢

へ
組
み
入
れ
る
。

準
備
会
　
例
年
通
り
準
備
完
了
し
た
。

七

・
二

五

行

動

計

画

と
――
水
川
―

‐
小
け

れ
リ
ル
』
　

　

（橋
本
　
善
信
）

タ
ー
ム
　
去
■

‐，ｉ

「
―
出
合
６

・
”
１
４２
１
半
円
の
滝
８

・
わ
―
れ

こ　
‐‥●

・
‐
′
―
出
＝
山
・り
』

・
２。
，
ロ
１
４５
１
氷
川

７４‐
赤

石

岳

（
夏

山

合

福

）

コ
ー

ス

参
加
者

日

　

程

三

〇

日

三

一
日

一
日

二

月

期
　
日

参
加
者

計
画
経
過

五

ｏ　
一
二

Ａ
隊

奥
西
河
内
湖
行

藤
井
』

菅
沼
　
斉
藤
①

Ｂ
隊

転
付
峠

―
赤
石
岳
縦
走

永
井

ＰＬ
　

天
野
　
斉
藤
③

渡
辺
∽
　
橋
本
　
稲
垣

畑
薙
第

一
ダ
ム
ー

鶴
首
付
近

下
の
廊
下
―
　
　
　
田
代
入
ロ
ー
転
付
峠
―

上
砂
沢
出
合
付
近
　
一
一軒
茶
屋

上
の
廊
下
―
　
　
　
マ
ン
ボ
ー
沢
の
頭
―

共
西
対
内
源
流
　
　
千
枚
小
屋

赤
石
岳
―

（合
流
）

百
円
洞
露
営
地

大
沢
揺
―
大
沢
注
７
本
谷
ロ
ー
平
岡
駅

十
備
Ｈ

五

。
一
九

委
員
会
　
夏
合
宿
の
計
画
は
六
月
山
話
会
１
で

に
決
め
る
こ
と
で
、
出
域
と
し
て
央
多
摩
、
上

越
、
美
濃
、

只
見
、
飯
豊
逸
鉾
寄
が
■
■
■
れ

た
。

臨
時
委
員
会
　
形
式
は
縦
走
と
大
た
な
沢
七
同

一
山
域
で
、
山
域
は
赤
石
岳
と
決
定
。
リ
ー
ダ

ー
も
決
ま
る
。

山
議
会
　
　
合
宿

の
計
画
発
表

リ
ー
ダ
ー
会
　
概
略
の
分
担
決
定

エ
ハ
・
〓
一
〇

七

ｏ
一　
一

”報
・　
（一口

☆
七
月
二
〇
目
ω
　
購

Ｏ
Ａ
隊
　
畑
豪
第

一
ダ
ム
ー
鶴
首

大
丼
川
鉄
道
の
出
岳
夜
行
を
利
用
し
て
畑
薙
第

一
ダ
ム
ｔ
て

入
る
。
ダ
ム
か
ら
撻
島
ま
で
、
荷
物
を
ト
ラ
ッ
タ
で
送
り
、
我

々
は
歩
き
だ
す
。
空
身
な
の
で
調
子
よ
く
飛
ば
す
。

穣
島
で
荷
物
を
受
け
取
り
、
　
一
体
み
し
て
出
発
。
奥
西
河
内

出
合
の
滝
見
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
登
山
道
に
入
る
。
少
し
行
て
と

吊
り
橋
が
あ
り
、
こ
れ
を
渡

っ
た
所
で
沢
に
下
る
。

フ
ラ
ジ
に

は
き
換
え
、
左
岸
を
進
む
。
初
め
て
な
の
で
、
皆
、
水
を
さ
ら
　
　
”

つ
て
巻
き
な
が
ら
ゆ
く
。
鶴
首
の
所
で
両
岸
が
立
ち
は
だ
か
る
。
　

”

こ
こ
は
左
岸
を
巻
き
、
二
〇
米
の
懸
垂
下
降
で
河
原
に
下
る
。

ち
よ

つ
と
行

つ
た
所
の
砂
地
を
今
日
の
幕
営
地
と
決
め
、
こ
の

後
釣
り
を
楽
し
ん
だ
。
　

　

　

　

（斉
藤
　
正
吉
）

タ
イ
ム
　
畑
薙
ダ
ム
ア
・
鈍
１
８
・
“
―
機
島
１２
。
”
１
５。

―
奥
西
河
内
取
付
“

・
１７
１
％
―
幕
営
地
‐５

ｏ
２５

☆
七
月
二
一日
ω
晴
れ

ｏ
Ｂ
隊
　
田
代
入
ロ
ー
ニ
軒
茶
屋

肩
を
つ
つ
か
れ
目
を
Ｌ
ま
す
。
朝
日
が
眠
け
■
な
こ
に
眩
じ

七
月
二
〇
日
Ｏ

Ｉ
八
月
四
日
③

水
井

』
　
藤
井

謳
　

菅
沼
　
天
野
　
斉
藤
①
ω

渡
辺
の
　
橋
本
　
稲
垣
　
以
上
九
名

-2-



い
。
赤
石
登
山
の
玄
関
田
代
人
口
に
着
い
た
の
だ
。

転
付
峠

（
五
万
図
で
は
伝
付
峠
）
現
在
の
南
ア
ル
プ

ス
で
は

殆
ん
ど
前
山
越
え
が
省
略
さ
れ
て
居
り
、
こ
の
転
付
峠
も
井
川

か
ら
粧
島
を
経
て
二
軒
小
屋
ま
で
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し

乍
ら
、
こ
の
ク
ラ
ツ
カ
ル
な
長
い
峠
越
え
は
仲
々
味
わ
い
深
く

人
気
の
あ
る
も
の
の
よ
う
だ
。
今
日
の
予
定
は
転
付
峠
を
越
え

二
軒
小
屋
ま
で
だ
。

田
代
入
口
よ
り
早
川
に
掛
か
る
橋
を
渡
り
、
今
は
朽
ち
た
か

つ
て
の
吊
橋

の
下
を
く
ぐ
り
、
内
河
内
川
の
出
合
い
て
大
体
止

す
る
。
ま
と
も
に
眠
る
時
開
が
無
か

つ
た
の
で
食
欲
は
進
ま
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
程
を
考
え
、
兎
に
角
に
ど
り
め
し
を
ほ

う
ば

つ
た
。

田
代
か
ら
広
河
原
発
電
所
す
で
は
車
の
通
る
広
い
林
道
歩
き

て
、
時
折
工
事
の
ト
ラ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
砂
ほ
こ
り
を
吸
わ
さ
れ

る
。
こ
ん
な
登
り
を
三
〇
分
も
し
な
い
中
、
稲
垣
が
暑
さ
と
靴

ず
れ
を
訴
え
る
。
大
体
止
を
と
り
手
当
て
を
し
、
リ
ー
ダ
ー
が

荷
を
軽
く
し
て
や
る
。
確
か
に
歩
き
始
め
、
こ
の
暑
さ
と
ザ

ッ
４

ク
の
重
さ
は
寝
不
足
の
身
に
応
え
る
。

広
河
原
か
ら
が
本
当
の
登
り
と
な
る
。
山
腹
を
流
れ
に
沿
い

ゆ

つ
く
り
と
登
る
。
二
、
三
度
早
く
も
下
山
す
る
パ
ー
テ
イ
に

が
れ
が
迫

つ
て
く
る
。

急
ぎ
二
軒
小
屋

へ
向
う
。
廻
り
道
と
や
ら

に
従
い
　
策
ケ
岳

、

方
面

へ
少
し
進
む
と
突
然
眺
望
が
開
け
、
明
日
の
千
枚
岳
悪
沢

岳
が
黒
く
大
き
く
そ
び
え
、
二
軒
小
屋
迄
下
る
の
が
も

つ
た
い

な
い
よ
う
だ
。
峠
か
ら
二
軒
小
屋
迄
も
や
は
り
五
百
米
の
高
度

差
。
こ
れ
を

一
時
間
で
下
り
、
着
い
た
の
は
六
時
。
結
局
十
時

間
要
し
た
。
但
し
休
憩
は
約
四
時
間
で
あ

つ
た
。

（斉
藤
　
武
）

タ
イ
ム
　
田
代
入
口
８

ｏ
ｏｏ
２
２ｏ
ｌ
広
河
原
‐。

ｏ
ｏ５
１
保
利

沢
小
屋
跡
“

ｅ
２５
１
転
付
峠
‐６

・
４５
１
‐７

・
ｏｏ
ｌ
二
軒
小
屋
‐８

．

０ ０

ｏ
Ａ
隊
　
　
　
　
　
鶴
首
上
部
―
上
ノ
廊
下
手
前

沢

に
は
ま
だ
日
が
さ
し
込
ま
ぬ
六
時
過
ぎ
出
発
。
ま
ず
は
今

合
宿
最
初
の
徒
渉
を
断
行
す
る
。
足
が
し
び
れ
る
ほ
ど
冷
た
い

水
で
あ
る
。
右
岸
か
ら
左
岸
、
そ
し
て
再
び
右
岸
と
な

つ
て
ナ

メ
状

の
爆
流
帯

の
へ
つ
り
に
入
る
。
再
び
左
岸

へ
徒
渉
し
て
進

み
、

ス
ラ
ブ
に
ぶ
つ
か

つ
た
と
こ
ろ
で
水
を
き
ら
い
高
巻
き

に

入
る
。
尾
根
を
越
え
る
と

ル
／
ゼ
に
落
ち
て
お
り
、
し
か
た
な

く
ザ
イ
ル
を
出
し
て
今
合
宿
三
回
日
の
懸
垂
下
降
。

し
ば
ら
く
し
て
沢
は
大
き
く
広
が
り
、
ゴ
ー

ロ
の
河
原
状
と

出
合
う
。
沢
筋
と
別
れ
小
尾
根
を
乗
越
す
二
百
米
程
の
急
な
壼

夕
が
あ
る
が
、
こ
こ
が
今
日
の
行
動
中
最
も
き

つ
い
所
で
あ

つ

た
。
相
変
ら
ず
ザ

ッ
ク
は
重
い
し
寝
不
足
で
ポ
ー
と
目
が
霞
ん

で
く
る
。
中
頃
で

一
本
立
て
た
が
直
ぐ

に
眠
り

に
誘
わ
れ
る
。

こ
れ
を
登
り
切
り
次
の
沢
を
渡

つ
た
所
で
大
体
止
。
初
め
は

小
休
止
か
と
思

つ
て
い
た
が
、
沢
で
頭
か
ら
水
を
か
ぶ

つ
た
り
、

汗
を
拭
い
た
り
し
て
サ
ッ
パ
リ
し
た
ら
寝
込
ん
で
し
ま

っ
た
。

結
果
的
大
休
止
ｃ
出
発
す
る
頃
は

一
時
近
い
。
ま
だ
予
定
の
半

分
も
来
て
い
な
い
の
に
。
新
人
は
の
ん
き
な
も
の
で
、
現
在
地

を
転
付
峠
直
下
だ
な
ど
と
の
た
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
こ
か
ら
転
付
峠
直
下
す
で
は
再
び
ゆ

つ
く
り
し
た
登
り
だ
。
　

．

ベ
ー
ス
は
快
調
で
保
利
沢
小
屋
跡
を
過
ぎ

一
時
間
で
直
下
ま
で

来
て
し
ま

っ
た
。
最
後
の
沢
で

一
本
。

こ
れ
か
ら
が
あ
こ
が
れ

（
？
）
の
転
付
峠
の
登
り
。
高
度
差

五
百
米
。
先
程
の
二
百
米
が
何
分
か
か

つ
た
か
ら
今
度
は
な
ど

と
予
想
を
立
て
た
が
全
く
兄
当
が
つ
か
な
い
。
然
し
乍
ら
峠
ま

で
は
う
ま
く
道
が
切

つ
て
あ
る
の
で
登
り
自
体
と
し
て
は
さ
ほ

ど
き
つ
く
は
な
い
。
荷
が
軽
く
睡
眠
な
ら
ば
富
士
を
背

に
さ
ぞ

楽
し
い
で
あ
ろ
う
。
途
中
三
〇
分
の
休
憩
を
は
さ
み
二
時
間
二

〇
分
で
待
望
の
転
付
峠
に
出
た
。
時
は
既
に
五
時
近
く
、
た
そ

な
る
。
朝
の
光
が
い

っ
ぱ
い
に
さ
し
て
、
す

つ
か
り
解
放
的
気

分
に
ひ
た
る
。
遠
く
悪
沢
岳
、
千
枚
岳
を
望
み
な
が
ら

一
本
。

ま
ず
は
今
日
も
天
気
の
良
い
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
。
昨
日
の
ヤ

マ
メ
釣
り
の
成
功
も
手
伝

つ
て
メ
ン
パ
ー
の
余
裕
あ
る
顔
。

谷
は
再
び
狭
■
り
、
菅
沼
ト

ッ
プ
で
右
岸
を

へ
ず
り
、
大
岩
・

を
シ
ュ
リ
ン
グ
を
ひ

つ
か
け
、
は
う
よ
う
に
ず
り
上

つ
て
越
え

た
が
行
手
を
は
ば
ま
れ
、
ひ
き
か
え
し
て
下
流
を
徒
渉
す
る
。

ナ
メ
状
を
越
え
、
腰
ま
で
の
徒
渉
。
こ
こ
は
足
の
長
い
も
の
が

勝
ち
だ
。
ほ
ど
な
く
下
沢
沢
の
出
会
と
な
る
。
快
調
な
ピ
ッ
チ

で
あ
る
。
こ
こ
の
す
ぐ
上
部
が
樺
沢
の
美
し
い
出
合
。
階
段
状
　
　
５・

の
滝
が
連
続
し
て
流
れ
落
ち
、　
一
不
立
て
て
し
ば
し
観
賞
す
る
。
　

“

こ
の
辺
か
ら
所
々
ラ
ジ
オ
ラ
リ
ヤ
の
赤
い
岩
が
水
面
に
顔
を

出
し
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
北
沢

の
出
会
付
近
は
大
き

く
開
け
、
真
夏
の
昼
下
り

の
日
ざ
し
に
ジ
リ
ジ
リ
焼
か
れ
る
。

縦
走
隊
の
転
付
越
え
が
し
ば
し
話
題
と
な
る
。
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
風

の
広
い
滝
を
越
え
、
右
岸

に
美
し
い
ル
ン
ゼ
の
小
滝
を
見
な
が

ら
進
む
と
突
然
上
砂
沢
出
会
と
な
る
。
水
流
は
大
き
く
三
分
さ

れ
、
上
砂
沢
が
予
想
外

に
大
き
い
の
に
驚
く
。
こ
こ
か
ら
本
谷

の
傾
斜
は
急
と
な
り
、
魚
の
臭
い
が
消
え
た

（と
信
じ
る
）
。

城
門
の
滝
に
ぶ
つ
か

つ
た
所
で

一
本
。
朝
歩
き
は
じ
め
て
か
ら



九
時
間
経
過
し
皆

の
顔
に
疲
労

の
色
が
出
て
き
た
。
一最
後

の
力

を
出
し
て
も
う

一
ピ

ッ
チ
、
大
き
な
岩
に
登

つ
た
と
こ
ろ
で
そ

の
下
に
手
頃
の
幕
営
地
を
見
つ
け
、
今
日
の
お
か
ん
場
に
決
め

る
。
地
図
を
広
げ
る
と
上
の
廊
下
も
真
近
い
地
点
で
あ
り
、
驚

く
ほ
ど
距
離
を
か
せ
い
だ
事
が
ゎ
か
る
。
流
し
そ
う
め
ん
は
い

た
だ
け
な
か

つ
た
が
、
余
裕
あ
る
気
分
で
夜
は
た
さ
火
を
囲
み
、

沢
の
音
を
開
さ
な
が
ら
し
ば
し
よ
も
や
ま
話

に
ふ
け

っ
た
。

（藤
井
　
諭
）

タ
イ
ム
　
ヤ
マ
メ
淵
６

●
０５
１
河
原
９

・
ｏ。
―
下
砂
沢
出
合

‐ｌ

ｏ
ｏ５
１
樺
沢
出
合
―
‐１

。
“
―
北
沢
出
合
１２

・
４。
―
上
砂
沢

出
合
‐４

・
ｏ。
―
幕
営
地
‐５

ｏ
¨

☆
八
月
一日
０
　
快
晴

ｏ
Ｂ
隊
　
一
一軒
小
屋
―
十
枚
小
屋

千
枚
岳

へ
と
続
く
尾
根
が
黒
々
と
威
圧
す
る
か
の
様

に
せ
ま

つ
て
来
る
。

「
今
日
は
あ
の
急
坂
を
‥
‥
。
」
と
考
え
る
と
期

待
と
不
安
の
入
り
混
じ

っ
た
妙
な
心
持

に
な
る
。
あ
え
ぎ
な
が

ら
塩
見
平
を
過
ぎ
る
。
少
し
登

っ
た
所
で
、
と

っ
て
ぉ
き
の
レ

モ
ネ
ー
ド
を
作
る
。
本
当
に
う
ま
い
。
三
二
七

一
米
の
ピ
ー
タ

手
前

の
ガ
ン
場
越
し
に
、
荒
川
三
山
、
赤
石
岳
が
望
ま
れ
る
。

る
。
西
河
内
の
出
合
を
過
ぎ
る
頃
よ
り
沢

の
中
に
陽
が
射
し
て

き
た
。
左

に
ガ
ン
の
ル
ン
ゼ
を
見
送
る
と
沢
は
右

に
曲

つ
て
ゴ

ル
ジ

ユ
と
な
る
。
上
の
廊
下
だ
。
連
続
す
る
小
滝
を
快
適

に
登

る
。
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
り
、
目
の
前
に
大
岩
壁
が
あ
ら
わ
れ
、

奥
西
河
内

の
大
滝

に
ぶ
っ
か
る
。
落
差

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
水

量
、

ス
ケ
ー
ル
全
て
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

つ
た
。
し
ば
ら
く
大

滝
を
見
物
し
て
い
た
。

高
巻
き
ル
ー
ト
の
償
察
を
す
る
。
我
々
は
左
岸
か
ら
高
巻
く

こ
と

に
す
る
。
す
ぐ
横

に
流
水

の
あ
る
ル
ン
ゼ
が
あ
り
、
そ
れ

を
利
用
し
て
高
巻
き
を
試
み
た
が
、
岩
が
モ
ロ
く
、
途
中
五
メ

ー
ト
ル
位

の
垂
直
の
滝
で
つ
ま

つ
て
し
ま

つ
た
。
全
身
ビ
ツ
ヨ

ぬ
れ
に
な

つ
て
の
悪
戦
苦
闘
の
末
結
局
右
か
ら
の
高
巻
き
を
あ
き

き
ら
め
た
。

右
岸
か
ら
の
高
巻
さ
は
簡
単
で
、
少
し
下
る
と
踏
跡
が
あ
り

そ
れ

に
従

つ
て
ル
ン
ゼ
を
つ
め
る
。

ル
ン
ゼ
の
最
上
部
付
近
か

ら
右

へ
巻
く
と
ヤ
ブ
も
な
く
大
滝

の
上
部

に
出
る
こ
と
が
で
き

た
。こ

の
辺
が
森
林
限
界
ら
し
く
、
沢
も
鳴
る
く
な
り
展
望
も
ひ

ら
け
て
く
る
。
小
滝
を
す
ぎ
て
ゅ
ぐ
と
、
校
線
を
歩
く
人
の
姿

が
見
え
る
。
も
う
水
源
は
近
い
。
た
の
小
赤
イ‥ｉ
側
よ
り
湧
水
が

し
ば
し
歩
を
止
め
、
そ
の
光
景

に
見
と
れ
る
。
千
枚
岳
も
間
近

で
あ
る
。
今
日
は
、
あ
そ
こ
ま
で
だ
、
と
思
う
と
、
安
培

の
た

め
息
も
漏
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
計
　
を
過
ぎ
、
小
さ
な
ピ
ー

ク
を
越
し
た
所

が
万
斧

沢

の
頭
。

こ
こ
で
大
体

止
と
す
る
、ぃ

い
よ
い
よ
千
枚
岳

へ
の
最
後

の
登
シ
で
あ
る
。
ダ
ヶ
カ
ン
バ

や
、

ハ
イ

マ
ツ
の
入
り
混
じ

つ
た
林
を
、
ど
ん
ど
ん
高
度
を
上

げ
る
。

ハ
イ

マ
ツ
の
岩
礫
帯

へ
出
る
と
、
も
う
藤
営
地
は
日
と

鼻
の
先
。
千
枚
岳
、
千
枚
小
屋
分
岐
で
、
永
井
、
天
野
、
稲
垣

は
幕
営
地

へ
、
斉
藤
、
渡
辺
、
橋
本
は
千
枚
岳
山
頂

へ
と
向
か

つ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

の
ん
び
り
と

一
時
を
過
ご
し
た
。
そ
の
在
、

千
枚
小
屋
で
盲
腸
患
者
が
出
た
と
の
事
で
、
二
〇
時
三
〇
分
頃
、

救
助
の
為
、
天
野
、
斉
藤
は
天
幕
を
後
に
し
た
。

な
ん
と
も
寝
苦
し
い

一
夜
だ

っ
た
。

（橋
本
　
善
信
）

タ
イ
ム
　
一
一
彎
小
屋
４

ｏ
％
―
三
二
三
二
米
ガ
ン
場
８

・
２。

―
パ
ー
万
斧
次

の
頭
９

ｏ
２５
７
‐Ｏ

ｏ
００
１
千
枚
小
屋
分
岐
‐１

・

４０
１
‐２
・
００
１
幕
営
地
域
。
１０

ｏ
Ａ
隊
　
上
の
廊
下
―
荒
川
小
屋

こ
こ
ま
で
登

つ
て
く
る
と
さ
す
が

に
水
が
冷
た
い
。
七
時

に

遡
行
開
始
す
る
。
ま
だ
大
石
の
滝
が
多
く
、
登
る
の
に
苦
労
す

あ
り
そ
こ
で
水
が
涸
れ
て
い
る
。
天
気
も
良
く
暑
い
の
で
大
体

止
を
と
る
。

本
流
を
忠
実

に
つ
め
る
と

ハ
イ

マ
ツ
帯

に
ぶ
つ
か
る
。
右

に

さ
け
て
小
尾
根
を
越
す
と
簡
単

に
縦
走
路
に
出
る
こ
と
が
で
き

た
。長

か

つ
た
奥
西
河
内
の
遡
行
の
終
了
点
だ
。
悪
沢
岳
が
や
け

に
高
く
印
象
的
だ

つ
た
。
あ
と
は
縦
走
路
を
荒
川
小
屋

へ
歩
く
。

小
屋
に
近
づ
く

に
つ
れ
、
荒
川
岳
が
大
き
く
威
風
堂
々
と
そ
び

え
て
い
た
。
昨
日
と
は

，

つ
て
変

つ
て
さ
す
が
稜
線
は
人
が
多

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ツ
エ
ル
ト
を
張
り
、
あ
と
は
の
ん
び
り
小
赤
石
、
荒
川
岳

の
　
　
¨

暮
れ
蛉
く
さ
ま
を
眺
め
て
い
た
。
　

　

　

（菅
沼
　
博
）

タ
イ
ム
　
幕
営
地
７
ｏ
「
―
西
河
内
出
合
７
ｏ
４０
１
５。
―
大

滝
８

ｏ
２。
１
９

ｏ
ｌ。
１
右
岸

マ
キ
‐。

ｏ
‐。
―
大
滝
上
１１

・
２。
‘

‐２
・
‐。
―
源
流
“
・
ｏｏ
ｌ
‐４
ｏ
ｏ。
―
縦
走
路
‐４
・
¨
１
４。
１
荒

川
小
屋
１５

ｏ
Ｏ。

ｏ
病
人
搬
送
は
　
イ
検
小
屋
―
格
島
―
赤
石
岳

ｐ
　
天
麟
　
斉
藤

（
武
）

今
合
宿
で
の
最
離
関
、
二
肝
小
耀
か
ら
の
登
り
を
終
え
、
し

-6-
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か
も
全
員

コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
上

々
と
い
う
時

に
、
と
ん
で
も
な

い

ハ
プ

ニ
ン
グ
が
起

つ
た
。
夕
食
後
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
、

千
枚
小
屋
の
従
業
員
が
来
て
、
病
人
が
出
た
の
で
湛
島
ま
で
ぉ

ろ
す
の
を
手
伝

つ
て
ほ
し
い
と
言
う
の
だ
。
こ
ち
ら
は
明
日
の

行
動
も
あ
る
し
ホ
イ
ホ
イ
と
は
い
か
ず
難
色
を
示
し
た
の
だ
が
、

二
回
も
三
回
も
来
ら
れ
る
と
断
り
切
れ
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
の
判

断
で
天
野
、
斉
藤

の
二
名
が
応
援
に
出
る
こ
Ｌ
と
な

つ
た
。

小
屋

へ
行
く
と
す
で
に
出
発
の
準
備
を
し
て
い
た
。
病
人
は

単
独
行
の
者
で
急
性
盲
腸
炎
で
あ
る
ら
し
い
。
搬
送
の
為
に
集

ま

つ
た
の
は
、
小
屋
番

の

一
人
の
他
、
小
屋
に
泊
る
予
定
で
あ

つ
た
人
、
幕
営
地

に
い
た
人
な
ど
計
八
名
で
あ
る
。
出
発
二
〇

時
半
。
夜
道
は
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
直
射
日
光
も
な
い
し
、

先
も
見
え
な
い
の
で
、
か
え

つ
て
楽
な
の
で
は
な
い
か
な
ど
と

思

つ
て
は
み
た
が
、
や
は
り
自
分
の
番
が
回

つ
て
来
て
人
間
様

を
背
負
う
と
ズ

ッ
シ
リ
と
重
い
。
　
一
五
分
と
も
た
な
か

っ
た
。

時
間
を
争
う
こ
と
な
の
で
、
と
に
か
く
速
く
歩
い
て
ど
ん
ど
ん

交
代
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
休
憩
は
交
代
時
の

一
分
程
度
で

あ
る
。
こ
の
蕨
段
の
尾
根
は
地
図
で
見
る
と
長
い
が
非
常

に
緩

傾
斜
で
あ
る
。
予
想
通
り
の
歩
き
や
す
い
道
が
続
い
た
。
尾
根

を
離
れ
て
奥
西
河
内

へ
下
る
あ
た
り
は
、
山
腹

の
急
斜
面
に
つ

四
〇
分
に
出
発
し
た
。
背
中

に
チ
ヨ
コ
ン
と
サ
ブ
ザ

ッ
タ
を
背

負

つ
た
だ
け
の
空
身
と
は
、
こ
ん
な
に
も
足
が
軽
や
か
に
進
む

も
の
か
と
、
は
じ
め
は
い
さ
て
か
オ
ー
バ
ー
ペ
ー
ス
で
あ

つ
た
。

赤
石
小
屋
を
過
ぎ
て
か
ら
は
天
候
も
あ
や
し
く
な
り
、
同
時
に

我
々
の
歩
調
も
疲
れ
が
出
た
た
め
か
あ
や
し
く
な

つ
た
。
四
五

分

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ペ
ー
ス
が
三
〇
分
に
な
り
、
二
〇
分

ロ
ー
ス

ピ
ー
ド
ベ
ー
ス
と
な

つ
て
い

つ
た
。
東
尾
根

の
コ
ー
ス
は
富
士

見
平
を
越
え
る
と
山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味

に
進
み
、
い
つ
た

ん
赤
石
沢
の
北
沢
源
頭

へ
降
夕
て
し
ま
う
。
　
一
面
の
お
花
畑
で

源
頭
の
沢
音
だ
け
が
風
に
乗

つ
て
強
弱
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け

て
い
る
。
あ
と
は
静
寂
そ

の
も
の
で
あ
る
。
何
と
も
好
ま
し
い

雰
囲
気
の
は
ず
な
の
だ
が
空
模
様
は
ま
す
ま
す
ぁ
や
し
く
な

つ

て
き
た
。
霧
雨
が
舞
い
、
鳳
が
強
く
な

つ
て
い
く
。
稜
線

に
顔

を
出
し
た
と
た
ん
身
体
の
位
置
を
保
つ
こ
と
を
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
風
雨
と
な

つ
た
。
あ
わ
て
て
雨
具
を
つ
け

た
。
赤
石
岳
山
頂
で
は
斉
藤
と
握
手
し
た
だ
け
で

一
分
と
た
た

ぬ
内

に
退
散
で
あ

っ
た
。
避
難
小
屋
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
書
い

た
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
連
絡
板
を
稜
線

に
出
た
と
こ
ろ
で
見
た
の
だ
が
、

そ
の
避
難
小
屋
が
ど
の
あ
た
り

に
あ

つ
た
か
記
憶
が
定
か
で
は

な
い
。
農
い
鰐

の
中
、
視
界
ぎ
夕
ぎ
り
の
あ
た
り

に
小
屋
ら
し

け
ら
れ
た
道
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
に
せ
暗
く
て
こ
れ
か
ら
歩

を
進
め
る
数
米
先
し
か
見
え
な
い
し
、
見
な
い
。
危
な

つ
か
し

い
吊
橋
は
小
虜
番
の
方
が
勇
気
を
ふ
る
い
起
こ
し
て
何
と
か
疲

り
、
滝
見
橋

へ
上
が
る
ち
よ

っ
と
や
ば
い
と
言
わ
れ
た
棧
道
の

部
分
は
斉
藤
が
う
ま
く
通
過
し
た
。
林
道
に
出
て
か
ら
椎
島
ま

で
の
間
は
、

ホ
ッ
と
し
た
気
の
ゅ
る
み
か
ど
う
か
、
さ
す
が
に

腰
か
ら
下
が
ガ
ク

ッ
と
き
た
も
の
だ
。
ま

つ
暗
な
中
に
何
軒
も

建
ち
並
ぶ
機
島
の
集
落
の
中
で
、
夜
霧

の
草

つ
原
に
腰
を
お
ろ

し
て
ピ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
時
計
は
午
前

一
時
を
回

つ
て
い
た
。

や

つ
と
終
わ

つ
た
わ
い
と
思

つ
た
時
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
睡

魔
が
急
速

に
訪
れ
た
。
病
人
は
車
で
井
川

へ
下

つ
て
い

つ
た
。

（天
野

　

一
郎
）

タ
イ
ム
　
千
枚
小
屋
２。
ｏ
鈍
―
機
島
ｌ
ｏ
ｏ。

☆
八
月
二
日
ω
　
曇
り
後
風
雨

ｏ
病
人
搬
送
隊
　
機
島
―
赤
石
岳
―
百
間
洞
露
営
地

機
島

の
朝
は
す
こ
や
か
で
あ

つ
た
。
十
分
な
眠
り
を
と
れ
た

と
は
言
い
が
た
い
が
、
と

に
か
く
屋
根

の
下
で
ぐ

つ
す
り
眠

つ

た
の
で
あ
る
。
赤
石
東
尾
根
を
登
れ
ば
今
日
中

に
百
間
洞
泊
り

の
本
隊

に
追
い
つ
け
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
立
て
、
七
時

き
も
の
を
認
め
、
ち
ょ

つ
と
寄

つ
て
み
る
か
と
歩
を
進
め
た
と

・

た
ん

Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
交
信
の
声
が
聞
こ
え
た
。
避

難
小
屋
に
藤
共

斉
藤
①
が
待

つ
て
い
て
く
れ
た
の
だ
。
久
々
に

あ
た
た
か
い
紅
茶
と
ラ
ー
メ
ン
を
腹
に
お
さ
め
る
大
体
上
を
と
る
こ
と

が
で
き

た
。

一
時
間
後
、
再
び
風
雨
の
中
を
四
人
で
百
間
洞

へ

と
下

つ
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　

（天
野

　

一
郎
）

タ
イ
ム
　
椎
島
７

・
４ｏ
ｌ
赤
石
小
屋
１１

・
“
１
５。
―
赤
石
岳

１４
ｏ
”
―
避
難
小
屋
‐４
ｏ“
―
‐５
ｏ”
―
百
間
洞
‐６
・
４ｏ

ｏ
Ｂ
隊
　
　
千
枚
岳
―
赤
石
岳
―
百
問
洞
露
営
地

午
前
二
時
起
床
。
普
通
な
ら
ま
だ
夢

の
中
の
時
間
。
す
ぐ
に

朝
食
を
つ
く
り

に
か
か
る
。
天
野
さ
ん
と
斉
藤
さ
ん
が
虫
垂
炎

患
者
を
お
ろ
す
た
め
に
縦
走
Ｂ
隊
と
分
れ
た
た
め
、
朝
食
が
残

る
。
ま
た
、
両
名
の
共
同
装
備

ｏ
個
人
装
備
を
四
名
が
分
担
し

て
背
負
う
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
の
分
担
の
割
り
当
て
、
天
幕

の

撤
集
等
で
出
発
は
四
時
と
な

つ
た
。
ま
だ
星
の
輝
き
が
陽
の
光

よ
り
も
強
い
。
ゆ

つ
く
り
と
千
枚
岳

に
向
い
、
頂
上
直
下
で
夜

明
け
を
む
か
え
る
。
こ
こ
で
、
小
休
止
を
兼
ね
て
、
朝
日
に
輝

く
山
々
を
ヵ
メ
ラ
に
お
さ
め
る
。
本
国
の
主
役
、
赤
石
岳
が
美

し
い
。
岩
場
の
登
り
下
り
を
く
り
返
し
な
が
ら
東
倍
を
め
ざ
す
。
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東
括
頂
上
付
近
で
大
体
止
。
赤
石
岳

に
笠
空
が
か
か
り
、
天
気

が
大
き
く
く
ず
れ
な
い
こ
と
を
願
う
。
荒
川
三
山
を
過
ぎ
、
荒

川
小
屋

に
か
か
る
こ
ろ
か
ら
ガ
ス
が
出
始
め
る
。
大
聖
寺
平
で

は
視
界
が
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、
風
も
強
く
な
る
。
大
聖

寺
平
の
大
き
な
タ
ル
ン
の
脇
で
ツ
エ
ル
ト
を
か
ぶ

つ
て
休
む
。

ツ
エ
ル
ト
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
。
大
聖
寺
平
か

ら
小
赤
石

へ
の
登
夕
は
長
く
ま
た
つ
ら
い
。
小
赤
石
か
ら
赤
石

岳

へ
は
稜
線
上
な
の
で
体

に
感
じ
ら
れ
る
風
が
強
い
。
雪
裟
を

見
な
が
ら
、
天
気
が
ょ
け
れ
ば
こ
の
雪
漢
で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

を
つ
く
ろ
う
と
言

つ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
赤
石
東
尾
根

と
の
合
流
点

に
天
野
さ
ん
ら

へ
の
伝
言
を
書
い
た
板
を
残
す
。

ガ
ス
は
濃
く
な
り
、
赤
石
岳
頂
上
で
藤
井
さ
ん
、
斉
藤
正
吉
さ

ん
と
あ
や
う
く
す
れ
違
い
に
な
り
そ
う
に
な
る
。
赤
石
岳
頂
上

に
立

つ
て
も
視
界
も
き
か
ず
い
さ
さ
か
残
念
。
頂
上
直
下
で
天

野
さ
ん
ら
の
サ
ポ
ー
ト
の
方
法
を
話
し
合
う
。
縦
走
隊
は
百
問

洞
露
営
地

に
向
う
。
ガ
ン
場
を
下
り
、　
ハ
イ

マ
ツ
に
囲
ま
れ
た

尾
根
を
歩
く
。
百
問
平
は
そ
の
名
の
と
り
り
、
野
球
場
が
い
く
・

つ
も
作
れ
そ
う
に
広
い
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
再
び
ガ
レ
場
と
な

り
、
途
中
、
百
間
洞
で
天
幕
を
張
れ
ず
に
文
句
を
言
い
な
が
ら
・

登

つ
て
く
る
人
と
す
れ
違
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
ん
と
う
に

再
び
赤
石
岳
山
頂

に
ひ
き
か
え
し
た
と
こ
ろ
で
永
井
ら
縦
走
隊
・

と
合
流
す
る
。
悪
天
と
重
荷

に
疲
れ
て
い
た
が
、
打
合
せ
の
結

果
我
々
二
名
は
避
難
小
屋
で
天
野
ら
を
待
つ
こ
と
に
し
、
永
井

ら
は
そ
の
ま
ま
百
間
洞

へ
向

つ
た
。
寒
い
避
難
小
屋
で
待

つ
こ

と

一
時
間
余
夕
ち
よ
う
ど
交
信
時
間
に
ひ
ょ

つ
こ
り
天
野
ら
が

入

っ
て
き
た
。
う
れ
し
い

一
瞬
で
あ

つ
た
。

こ
れ
て
無
事
合
宿

メ
ン
パ
ー
全
員
が
そ
ろ

つ
た
こ
と

に
な
り
、

雨
風

の
中
を
百
間
洞
の
幕
営
地

へ
急
い
だ
。

（藤
井
　
諭
）

タ
イ
ム
　
荒
川
小
屋
６

ｏ
ｏ。
１
大
聖
寺
平
６

・
菊
―
フ

・
５ｏ

ｌ
赤
石
岳
９

ｏ
‐５
１
百
間
洞
‐。

ｏ
“
―
‐ｌ

ｏ
ｏ５
１
赤
石
岳
‐２

・

４５
１
避
難
小
屋
“

ｏ
‐５
１
‐５

・
¨
―
百
問
洞
％

・
４５

☆
八
月
二
日
の
　
曇
後
雨
　
百
間
洞
露
営
地
―
大
沢
渡
―
程
野

タ
ベ
の
雨
も
上
り
、
ぬ
れ
た
テ
ン
ト
の
搬
収
。
パ

ッ
キ
ン
グ

も
終
え
、
大
沢
岳
ま
で
急
な
ガ
ラ
場
を
ど
ん
ど
ん
登
る
。
昨
日

下

つ
た
赤
石
岳
を
後
ろ
に
見
る
。
大
沢
善
を
過
ぎ
る
と
ポ
ツ
ポ

ッ
と
雨
、
昨
日
よ
り
風
は
や
や
弱
い
。

下
に
北
又
沢
、
大
沢
山
荘
、
林
道
を
見
な
が
ら
急
な
下
り
を

足
を
笑
わ
せ
な
が
ら
下
る
。
２
ビ

ッ
チ
で
大
沢
渡
ま
で
ハ
雨
粒

は
、
ど
ん
ど
ん
多
く
な
る
。
北
又
沢
か
ら
軌
逝
に
上
る
の
に
■

露
営
地
が
あ
る
の
だ
ろ
つ
か
と
下
る
の
に
あ
な
た
こ
ろ
百
直
肩

露
営
地
に
着
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（稲
垣
　
伸
治
）

タ
イ
ム
　
幕
営
地
４

ｏ
ｌ。
―
千
枚
活
直
下
４

・
恥
１
５

ｏ
‐５

１
荒
川
東
岳
６

ｏ
４。
７
７

・
ｏ。
―
中
岳
ア

・
”
１
８

ｏ
電

―

荒
川
小
屋
９

ｏ
ｏ５
１
２８
１
大
聖
寺
平
１。

・
２。
１
４５
１
小
赤
石
岳

「

ｏ
５。
―
赤
石
東
尾
根
分
岐
‐２

ｏ
“
―
赤
石
岳
山
頂
‐２

ｏ
４５
２

喝

・
‐。
‥
百
問
平
１４

ｏ
５。
―
百
問
洞
露
営
地
１５

・
２５

ｏ
Ａ
隊
　
　
荒
川
小
屋
―
百
間
洞
露
営
地

荒
川
小
屋
を
出
て
大
墾
寺
平
六
時
半
、
そ
れ
か
ら
交
信
時
間

ま
で
ッ
エ
ル
ト
を
か
ぶ

つ
て
待
つ
ぅ
富
士
山
に
笠
雲
が
か
か

つ

て
悪
天
の
兆
が
あ
る
。

交
信
に
ょ

っ
て
始
め
て
天
野
ら
が
急
病
者

の
運
搬
に
機
島

ヘ

お
り
た
事
を
知
る
。
交
信
の
結
果
、
我
々
は

一
足
早
く
百
間
洞

へ
向
い
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
天
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

小
赤
石
の
登
夕
か
ら
す
で
に
ガ

ス
に
つ
つ
ま
れ
、
風
が
吹
き
は

じ
め
て
寒
い
。
風
に
せ
き
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
赤
石
岳
と
別
れ
、

百
間
洞

へ
向
う
。

百
問
平
の
あ
た
り
か
ら
は
視
界
十
メ
ー
ト
ル

以
下
と
な
る
。
百
問
洞
着
十
時
半
。
天
場
を
確
保
し
た
あ
と
、

菅
沼
を
残
し
て
藤
井
Ｌ
斉
藤
①
は
縦
走
は
の
サ
ポ
ー
ト
に
向
つ
¨

ご
つ
く
。
雨
具
を
雨
が
た
た
く
単
調
な
軌
道
を
吊
喬
ま
で
、
吊

橋
を
渡
る
と
急
な
上
り
、
道
は
広
く
登
り
や
す
い
，
Ｌ
は
■
く

登

つ
て
道
が
二
又
に
、
右
の
狭
い
道
を
行
く
。
林
道
ま
で
か
な

り
の
登
り
だ

つ
た
。
林
道

に
出
る
と
な
ぜ
か
た
が
軽
く
な
ｏ■
。

あ
い
か
わ
ら
ず
降
り
が
強
く
夏
な
の
に
か
な
り
寒
い
。
程
野

に

向
け
て
た
だ
進
む
。
途
中
す
れ
違

つ
た
ダ
ン
プ
が
帰
わ
だ́
か
ら

と
バ

ス
停
ま
で
乗
せ
て
も
ら

つ
た
ｏ
か
な
り
激
し
い
雨
だ

つ
た

の
で
、
大
変
助
か

つ
た
。
全
員
ず
ぶ
ぬ
れ
な
の
で
作
業
小
屋

の

軒
を
借
り
暖
を
取
リ
バ
ス
を
待
う

こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
解
散

と
し
、
和
田
の
大
島
屋
旅
館

に
宿
を
と

つ
た
。

（
渡
辺
　
孝
）
　

１．

タ
イ
ム
　
露
営
地
６

・
郷
―
大
沢
岳
７

・
２。
１
４５
１
大
沢
渡
　
　
“‐

１。
・
４。
１
１‐
ｏ
Ｏ。
―
吊
橋
１１
・
¨
―
林
道
“
ｏ
４５
１
程
野
‐５
ｏ

０３０
各
係
の
報
告

☆
気
象

三

一
日

一

一
●
〇

〇

一
八

ム

一
〇

一
日

　

　

四

」

一
五

広
河
原
の
上

二
軒
小
屋

二
軒
小
屋

千
枚
幕
営
地

八

・ )

・
)
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二
五
度
　
購

一
七
度
　
晴

江

セ

　

喘

　ヽ
，

Ｉ
■
一
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二
日
　
　
四

●
〇
〇
　
　
千
枚
幕
営
地
　
八
度
　
　
情

一
八

・
〇
〇
　
百
間
洞
　
　
　
　
八
度
　
　
霧
雨

三
日
　
　
エハ
●
〇
〇
　
百
間
洞
　
　
　
　
七
度
　
　
曇
り

日
中
は
曇
り
時
々
雨
―
雨

時
間
通
り

に
き
ち
ん
と
計
測
し
な
か

つ
た
為
、
デ
ー
タ
に
は

な
ら
な
い
。
　
一
日
午
後
四
時

に
つ
け
た
天
気
図
か
ら
二
日
三
日

の
天
候
を
予
想
で
き
な
か

つ
た
。
曇
り
が
ち
ぐ
ら
い
に
予
想
し

た
の
だ
が
、
実
際
は
雨
と
な

つ
た
。
　

（係
　
天
野
）

☆
食
料

（Ａ
隊
）

食
料
は
あ
る
程
度
の
軽
量
化
の
た
め
イ
ン
ス
タ
ン
ト
を
主

に

し
た
。
叉
魚
は
釣
れ
る
か
不
明
だ

つ
た
の
で
献
立
に
は
加
え
ず

副
食
と
し
て
考
え
た
。

冷
し
中
華
は
小
さ
い
コ
ッ
フ
エ
ル

一
コ
で
は
冷
せ
ず
そ
の
ま

ま
食
べ
る
こ
と
に
な

つ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
不
手

際
が
多
か

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員
の
協
力
で
何
と
か
や
れ

ま
し
た
。
又
合
流
後

の
食
料
を
持

つ
て
い
た
だ
い
た
Ｂ
隊
の
方

々
に
も
合
わ
せ
て
感
謝
し
ま
す
。
　

　

　

　

（斉
藤
　
正
吉
）

＆
ク
　
朝

・
カ
ラ
ー
メ
ン

（も
ち
５
枚
、
ラ
ー
メ
ン
５
、
長
ね

ぎ
１
、
う
め
ぼ
し
６

夕

・
本
隊

（Ｂ
隊
）
と
合
流

行
動
食

　

ｏ
み
萄

―
多
セ

ー
の
４

日
分
用
意

一
食
当
夕
　
月
餅

１
、
乾
バ

ン
‐５

コ
、

オ
ー

ル
ン

ー
ズ
ン
レ
わＬ
、
チ
ー
ズ
ー
、
せ
ん
べ
い
２
、
キ
ヤ

ン
ロ
ッ
プ
４
、
ゼ
リ
１
４

予
備
食

　
・
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
イ
ス
ｒ
赤
飯
５
袋
、

ラ
ー
メ
ン
６

行
動
食

（月
餅
を
ぬ
く
）
る

調
味
料
　
・
塩
５。

ｇ
、
粉
末
ノ
ー
ダ
ー
袋
、
砂
糖

２０。

ｇ
、
し
よ

，
油
知

ｃｃ
、
紅
茶
匈
袋
、
緑
茶
５ｏ
８

☆
食
料

（Ｂ
隊
）

当
初
装
備
係
補
助
の
予
定
だ

つ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
食
料

係
を
せ
よ
と
の
電
話
を
受
け
、
気
軽

に
引
き
受
け
て
し
ま

つ
た
。

チ
ー
フ
と
は
思
わ
な
か

つ
た
か
ら
だ
。

そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。
準
備
会
で
い
き
な
り
献
立
を
作
れ
と

言
う
。
少
し
は
考
え
て
い
た
も
の
の
、
先
輩
方
が
持
参
し
て
く

れ
た
以
前

の
合
宿
の
レ
ポ
ー
ト
の
か
か
げ
で
や

つ
と
出
来
た
の

が
別
人

の
食
料
表
で
あ
る
。

夏
山
合
宿
食
料
計

画

　

（Ａ
隊
用
）
二
人
分

一
九
七
六
ｏ
七

み
旬
　
朝
ｏ
各
自

夜

ｏ
ｏ
豚
汁

（
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
イ
ス
４
袋
、
肉
み
そ
づ

け
二
〇
〇
ご
、
長
ね
ざ
２
本
、
人
参
Ｔ
本
、
ゴ

ボ
ウ
ー
本
、
じ
や
が
い
も
２
コ
】
′
つ
け
も
の
レ
を

パ

ッ
ク

み
夕
　
朝

ｏ
力
う
ど
ん

（
う
ど
ん
６

コ
、
も
ち
６

コ
、
ね
ぎ
１

本
、
し
い
た
け
少
々
）
ハ
ム
少
々
、
つ
け
も
の
１″

パ

ッ
タ

タ

・
冷
し
中
華

（中
華
そ
ば
６
、
さ
や
え
ん
ど
う
５́。

ε

焼

の
り
３
袋
、

の
り
玉
１
、　
ハ
ム
少
々
）

多
勺
　
朝
ｏ
も
ち
雑
炊
や
す
ま
し
汁

（も
ち
５
枚
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
ラ
イ
ス
３
袋
、
玉
ね
ぎ
１
、
人
参
レ
型

コ
ン
ソ

メ
２

コ
、
と
ろ
ろ
こ
ぶ
）

夕

・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
）

（
ワ
ン
タ

ッ
チ
ラ
イ
ス
４
袋
、
ジ

フ
イ
ー
ズ
カ
レ

１
１
箱
、　
コ
ン
ピ
ー
フ
ー
カ
ン
、　
ス
ー
プ

（
イ

ン
ス
タ
ン
ト
）
６
）
う
め
ぼ
し
６

準
備
会
で
の
食
料
買
い
出
し
は
ほ
ぼ
思
う
通
り

に
行

つ
た
。

ま
た
計
画
表
で
は
五
日
分
を
予
定
し
て
い
た
が
、
山
行
が
順

調

に
進
ん
だ
為
、
第
減
腱
夕
食
の
鳥
釜
飯
と
ご

つ
た
煮
の

一
部

が
第
四
日
朝
食

の
純
和
風
朝
食

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
豪
勢

な
朝
食
Ｌ
な

つ
た
。

各
国
の
食
事
は
か
な
り
良
か

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し

て
い
る
。
食
当
並
び
に
指
導
に
当

つ
た
先
輩
方
に
感
謝
し
た
い
。

た
だ
食
料
計
画
表
は
こ
れ
だ
け
で
充
分
食
事
が
作
れ
る
様
に

出
来
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特

に
魏
会
員
は
い
ち
い
ち
食
料

係

に
ど
う
す
る
か
間
か
な
ぐ
て
も
良
い
様
城
低
料
理
の
素
食
ぐ

ら
い
は
養

つ
て
頂
き
た
い
ｏ

初
め
て
の
食
料
係
の
感
想
は
こ
の
位

に
し
て
、
今
回
の
反
省

及
び
今
後
参
考

に
な
る
点
を
以
下
に
挙
げ
る
。

ｏ
大
ナ
ペ
で
み
そ
汁
等
を
作
る
場
合
、
五
百
グ
ラ
ム
の
味
唾
が

適
量
で
あ

つ
た
。
従

つ
て
今
回
は
豚
汁
、
雑
炊
、
み
そ
汁
と
あ

つ
た
の
で
多
少
不
足
気
味
で
あ

つ
た
。
し
か
し
ダ
ン
を
多
め
に

入
れ
る
こ
と

に
依
り
か
な
り
ヵ
バ
ー
で
き
る
。

ｏ
力

（
ち
か
ら
）
ラ
ー
メ
ン
の
併
は
真
空
パ

ッ
ク
を
使
用

）
た

が
、
柔
ら
か
い
の
で
、

ラ
ー
メ
ン
が
出
来
て
か
ら
少
時
間
壮
込

ん
だ
方
が
良
い
。
ま
た
ラ
ー
メ
ン
に
コ
ン
ピ
ー
フ
を
入
れ
る
の

-12-
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も
良
い
。
な
お
ラ
ー
メ
ン
は

一
人
分
余
分
に
入
れ
た
。

ｏ
酢
豚
の
素
は
六
人
の
処
、
十
二
人
分
入
れ
た
。
多
少
酢
が
効

さ
過
ぎ
た
が
、
味
と
し
て
は
大
ナ
ベ
で
作

つ
た
の
で
適
量
で
あ

っ
た
。
ま
た
酢
豚
の
肉
を

コ
ン
ピ
ー
フ
か
ら
急
き
よ
九
人
分
の

ベ
ー
コ
ン

（
四
百
グ
ラ
ム
）

に
変
更
し
た
の
で
、
野
菜
、
肉
と

も
満
足
の
行
く
も
の
と
な

つ
た
。
干
し
椎
茸
も
風
味
を
増
し
た
ё

な
か
、
酢
豚
は
そ
れ
程
時
間
を
要
せ
ず
作
れ
る
の
で
、
合
宿

の

献
立
に
今
後
と
も
組
み
入
れ
て
行
き
た
い
。

ｏ
鳥
雑
炊
も
初
め
て
の
試
み
で
あ

つ
た
が
、
好
評
で
あ

つ
た
。

鳥
肉
は
水
煮
カ
ン
詰
を
使
用
し
た
が
、
今
後
は
骨
付
き
で
な
い

も
の
が
良
い
。

０
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
い
つ
も
の
通
り
だ
が
、
酢
豚
同
様
、
カ
レ

ー
の
素
を
九
人
の
処
、
十
二
人
分
用
意
し
た
の
で
、
カ
レ
ー
汁

に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

ｏ
鳥
釜
飯
は
い
ろ
い
ろ
な
材
料
が
入

つ
た
素
を
炊
き
込
ん
だ
も

の
だ
が
、
こ
れ
も
素
は
多
め
に
用
意
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
コ
ン

ピ
ー
フ
を
加
え
た
の
も
良
い
。

コ
ン
ピ
ー
フ
は
何
か
と
利
用
範

囲
が
広
い
。
み
そ
汁
の
生
わ
か
め

（塩
漬
け
）
は

一
度
水

に
つ

け
て
少
し
て
も
塩
を
抜
い
た
方
が
良
い
。

ｏ
行
動
食
は
五
月
合
宿
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
た
。

レ
モ
ネ
ー

３
“
．　
朝

ｏ
鳥
雑
炊

（
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
イ
ス
６
、
長
ね
ぎ
２

み
そ
、
鳥
水
煮
カ
ン
詰
１
、
演
物
、
ダ
シ
）

夕

・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

（米
八
合
、
カ
レ
ー
の
素
十
二
人

分
、
ハ
ム
珈
ｇ、
玉
ね
ぎ
４
、
人
参
２
、
じ
や
が

い
も
ろ
、
福
神
績
２

０
名
　
朝

・
純
和
風
朝
食

「鳥
釜
飯
」

（
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
イ
ス

９
、
鳥
釜
飯
の
素
十
二
人
分
、

コ
ン
ピ
ー
フ
ー
カ
ィ
ソ

み
そ
汁

・
み
そ
、
い
ん
げ
ん
豆
、
ね
ぎ
る
、
生
わ

か
め
、
じ
や
が
い
も
２
、
ダ
ン
、
梅
干
‐８
、
ふ
り

か
け
２

予
備
食
　
●
ラ
ー
メ
ン
９
、
乾
バ
ン
嫡
ｇ

行
動
食

（
一
人
分
）

菓
子
パ
ン
２
、
煮
千
５
、
東
鳩
ビ
ス
ケ
ッ
ト
５ｏ

８

乾
バ
ン
・”
ｇ
、
やヽ
ル
キ
１
８
、
チ
ヨ
コ
ン
ー
ト
２

ゼ
リ
１
４
、

チ
ー
ズ
ー
、

サ
ラ
ミ
ー
τ

本

レ
モ
ン

ー

一ろ

洲
味
料

・
喘
好
品

み
そ
ω
Ｆ、
だ
し
の
素
１
袋
、
し
■
う
油
小
１
ビ

ー
、
塩

―

―

ン
、

ツ
ー
ド
ー
４‐
、

，
シ
，
ウ
ー
本

′
―
油

１
１

．
Ｈ
ｌ
早

嘲

ば
、

＝
半

′
イ
ー
バ

″

ド
が
好
評
で
あ

つ
た
Ｇ

Ｏ
ビ

ニ
ー
ル
袋
は
、
大
三
〇
枚
と
小
四
〇
枚
二
袋
用
意
し
た
が
、

準
備
会
用
の
も
の
と
は
別

に
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
用
の
も
の
を
用

意
し
た
方
が
良
い
。

以
上
で
す
が
初
め
て
で
し
た
の
で
不
手
際
が
あ

つ
た
こ
と
を

ぉ
詫
び
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（斉
藤
　
武
）

夏

山

合

宿

食

料

表

　

（Ｂ
隊
用
）

０
七
月
二

一
日
夕
食
よ
り
八
月
二
日
朝
食
ま
で
は
Ｂ
隊
六
人
分

八
月
二
日
夕
食
以
降
は
Ａ
隊
と
合
流
し
九
人
分
で
あ
る
。

み
名
　
夕

・
豚
汁

（
米
五
合
、
豚
肉

ｏ
み
そ
漬
伽

ｇ
、
長
ね
ぎ

５
、
人
参
１
、
ご
ほ
う
る
、
じ
や
が
い
も
２
、

ふ
り
か
け
１
、
横
物
１
）

３
角
　
朝

。
カ
ラ
ー
メ
ン

（
み
そ
ラ
ー
メ
ン
７
、
餅
６
、
長
ね

ざ
２
、

ノ
ー
セ
ー
ジ
２
）

夕

・
酢
豚

（
米
五
合
、
酢
豚
の
素
十
二
人
分
、
ベ
ー

コ

ン
４００

ヽ

玉
ね
ぎ
る
、
ピ
ー

マ
ン
４
、
人
参
１
、

千
し
い
た
け
１
袋
、
ラ
ー
ド
、
ふ
り
か
け
１
、
済

物
１
、
ラ
ー
油

）

グ
２０
、

コ
ー

ヒ
ー
小
１

ビ

ン
、

砂

糖
１
聰

☆
装
備

（Ａ
隊
）

三
ツ
道
具
、

ア
プ
ミ
等
を
持
参
し
た
が
、
実
際

に
は
高
巻
き

の
あ
と
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
に
ザ
イ
ル
を
使
用
し
た
程
度
だ

つ
た
。

今
回
は
特

に
つ
り
用
具
を
ニ
セ
ッ
ト
持
参
し
た
の
だ
が
、
下
流

域
で
は
よ
く
釣
れ
重
宝
し
た
。

尚
持
参
し
た
共
同
装
備
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

ｏ
Ａ
隊
共
同
装
備
表

幕
営
用
具

・
ツ
エ
ル
ト
ー
、
細
引
６

ツ
／ｍ
２。
ｍ
ｌ
本
　
　
　
　
５・

炊
事
用
具

ｏ
石
油

コ
ン
ロ
ー
台
、
石
油
１
リ

ッ
ト
ル
、

ロ
ー
　
　
・‐

ノ
ク
２
本
、　
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
１
１
巻
、　
コ
ッ
フ

エ
ル
ー
式
、
メ
タ
ー
箱
、
風
ホ
ー
ス
ー
本
、

マ
ナ
板

・
庖
丁
等
１
式
、
焼
ア

―゙

枚

行
動
用
具

ｏ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
１
１
台
、
針
金

・
プ
ラ
イ
ヤ
ー

ー
式
、
温
度
計
１
本
、
ナ
タ
ー
本
、
古
新
聞
若

千
、
薬
品
１
式
、
釣
道
具
２
式

登
摯
用
昇

・
ザ
イ
ル
９
ｍ
／
ｍ

×
４。
ｍ
ｌ
本
、

ア
プ
ミ
２
本
、　
一
―

ハ
ー
ク
ン
各
自
２
枚

ｏ
６
枚
、
カ
ラ
ビ
ナ
各
自

ノ

竹
１

４

ル

、
　
シ

エ
リ

ン
グ

各
自
う

な
ｉ

ツ

■

―
′!zl_



|

ハ
ン
マ
１
２
本

☆
装
備

（Ｂ
隊
）

装
備
で
足
夕
な
い
も
の
は
特

に
な
か

っ
た
と
思
う
。

ｏ
Ｂ
隊
共
同
装
備
表

幕
営
用
具

ｏ
天
幕
１

（
Ю
４
）
ツ
エ
ル
ト
ー
、
一夏
ス
コ
ッ
．７

炊
事
用
具

ｏ
石
油

コ
ン
ロ
、
ポ
リ
タ
ン
ク

（
石
油
入
）
ｌ

ｏ

５
リ

ッ
ト
ル
、
　
コ
ッ
フ
エ
ル
セ
ッ
ト
ー
セ
ッ
ト

か
玉
、
茶

コ
ン
、
庖
丁
、
し
や
も
じ
１
セ
ッ
ト

メ

タ

ー

箱

行
動
用
具

・
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
１
３
、
ベ
ニ
ヤ
板
２
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
１
１
、

ラ
ジ
オ
ー
、
天
気
図
用
紙
１。
枚

温
度
計
１

そ

の

他

・
岳
連
ペ
ナ
ン
ト
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
少
々
、
予
備

電
池
２
本
、

ロ
ー
ノ
ク

（太
）
４
本
、
修
理
具

１
式

料  費

出

食

装

医

交

☆
合
宿
反
省
会
記
録
　
　
大

品
屋
旅
館

に
て

行
動

に
つ
い
て

ト

ッ
プ
は
パ

ー
テ
イ
の
こ
Ｌ
を
も

つ
Ｌ
考

え
て

，
ぐ
べ

，

で
あ
´
つ
た
。

食
料

に
つ
い
て

入

合宿参加費

A隊

B隊

下  I■
幕 営 料 そ の

☆ 会 計   (永 井 正敏 )

9,ooo× 3

6,000× 6

カ 3/ パ

27,ooo円

6る,000円
2,(′

′〕o円

計 ‐も 5,ooO円

33,4 5oF]
4,640円
1,0001]

9,oo ol■ 1

5,880円
9,53oド 〕

1,5oo円

言+  6 5,o o oII]

0円

0収

o支

備 費

療 品 費

通 費A隊入山 (6ィ名)
B隊入山 ( じ名)

他

′t(又差引残高
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沢

が

食
料

が
貧
し
か

っ
た
の
は
行
動
の
性
格
上
や
む
を

得
な
い
が
、
現
地
調
達
が
う
ま
く
い

つ
た
。

縦
走
隊
の
献
立
は
よ
か

つ
た
。

装
備

に
つ
い
て

石
油
は
縦
走
隊
る
リ

ッ
ト
ル
、
沢
隊
・２
リ

ッ
ト
ル
で
足
り

た
。
沢
は
た
き
人
で
燃
料
節
約
に
な

つ
た
。

沢
隊
は
ザ
イ
ル

一
本
で
十
分
だ

つ
た
が
、
縦
走
隊
も
非
常

時
の
サ
ポ
ー
ト
用

に
ザ
イ
ル
が
必
要
だ

つ
た
の
で
は
な
い
か
。

夏
天
Ｎ０
４
は
快
適
だ
が
八
人
が
限
界
だ
。

ト
ラ
ン
シ
ー
パ
ー
が
不
調
だ

つ
た
の
で
購
入
し
た
い
。

全
体
と
し
て

沢
隊
が
沢

に
レ、
る
間
好
天
気
だ

つ
た
事
、
　
一
時
救
助
の
為

に
パ
ー
テ
イ
が
分
れ
た
が
濃
い
ガ
ス
の
中
で
三
隊
が
う
ま
く
■

合
流
で
き
た
事
。
な
ど
、
幸
運
な
面
が
大
き
か

つ
た
。

ト
レ
ン
ツ
ー
パ
ー
で
の
交
信
は
混
信
が
多
ぐ
、
周
波
数

の

卜

，―
■
、
混
幅
の
な
い
午
前
中

に
交
信
す
る
よ
つ
注
意
す
べ

ヽ

″

十

↑

由
――‐‐
嗣

ｒ
は
、
沢
ほ

か
人
■
場

．
”
■
Ｌ

た
が
、

す
ぐ

い

‐
げ

‐、‐
―
り
，
‘
‐
イ

い
、
張

‐１
４

い
人
―
‐
い
た
。
胤
た
路

′〓
′Ｈ
ハ
［
喝

山
¨
′‐
ヽ
、
ト
ド
ー
ー
●

′，
，
で
ヽ
　
′
′
］
・
‐
人

時
は
午
前
中
に
確
保
が
必
要
ｃ

後
記
そ
の

一　
　
　
　
　
　
　
　
水
丼
　
．ｔ

，

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
赤
石
ひ
な
ん
小
屋
と
の
交
信
中
、
ち
よ

う
ど
赤
石
東
尾
根
パ
ー
テ
イ
が
小
屋

に
来
た
Ｌ
の
知
ら
せ
に
、

ほ

っ
と
駒
を
な
で
お
ろ
し
た
。
後

の
行
動
の
打
合
せ
も
ろ
イ
に

し
て
な
い
ま
ま
、
一人
野
ら
を
急
ぎ
救
的
に
向
わ
せ
た
千
教
小
ｒ

幕
営
地
か
ら
は
る
か
に
通
く
こ
こ
は
百
間
平
、
風
雨
吹
き
す
さ

ボ
中
で
あ

つ
た
。
そ
の
夜
の
仲
間
達
の
姿
が
、
と
て
も
頼
も
し

く
思
え
た
、
す
ば
ら
し
く
充
実
し
た
合
宿
で
あ

つ
た
ｏ
　
　
　
　
　
フ″

準
会
員
諸
鷲
も
、
初
め
て
の
縦
走
で
、
三
〇
キ
ロ
の
キ
ス
ーー
　
　
¨

ン
グ
を
背

に
風
雨

の
中́
を
歩
い
て
頑
張

っ
て
く
れ
た
。

初

め
て
の
合
宿

う
ナ
ー

フ
の
大
任
全
無
事
果
す
事

が
１ヽ
き
た

事
は
皆

の
お
陰
と
思

つ
て
■
ム
ヽ

今

回

の
■
っ
な
年

十
■
人

●
山
″
―‥―
、

，

Ｉ
く
会
え
る
か

に

一
つ
の
■
十

か
し
さ
が
あ
フイ、も

特

に
入
■
日
の
様

ｔ
、

予
定

の
変

更
が
あ

つ
た

，１‐―
は
そ
う

で
あ
（
が
、
・黙
激
的

な
出
会
い
が
今

回

の
合
宿
■
■
∵
か
■

ち
ら
に
し
た
」
言
え
よ
う
Ｇ

し
か
し
、

こ
れ
け

Ｉ
を
か
え
せ
は
、
会

え
な
い
危
険
性
を
含

ん

て
い
ス
も

な
１
じ
合
流

Ｃ

′ヽ
■
い
ム

‘
、
」
麒
ケ
心
配
ケ
ー



た
り
、
行
動
を
制
限
さ
れ
る
場
合
が
起
き
て
こ
よ
う
。
そ
の
点

で
、
今
後

の
山
行
で
は
、
そ
の
形
式
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す

べ
き
か
に
つ
い
て
、
参
加
者

の
討
論
す
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う

つ
か
。
参
加
者
が
目
的
を
わ
き
ま
え
て
い
な
け
れ
ば
、
不
本
意

な
山
行

に
な
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
ン
パ
を
下
さ

つ
た
方
、
見
送
り
、
差
し
入
れ
を
下
さ

つ
た

方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

後
　
記
　
そ
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
　
諭
）

奥
多
摩

の
沢
登
り
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
大
き
い
沢
を
数

日
か
け
て
遡
行
す
る
事
は
日
常
活
動
の
目
標
で
あ

つ
た
。
今
合

宿
に
お
い
て
は
、
荒
川
三
山
と
小
赤
石
岳

に
源
を
発
す
る
奥
西

河
内

に
計
画
を
立
て
、
実
行
し
た
。
計
画
に
あ
た

っ
て
は
特

に

荷
物
の
軽
量
化
を
考
慮
し
、
ま
た
釣
り
を

一
つ
の
目
的
と
し
て

準
備
し
た
。

奥
西
河
内
を
遡
行
し
て
感
じ
た
事
は
、
水
量
の
多
さ
と
長
大

さ
、
そ
し
て
下
流
か
ら
中
流
、
上
流
、
稜
線
と
く
り
広
げ
ら
れ

る
変
化
に
富
ん
だ
場
面
で
あ

つ
た
。
ま
さ
に
沢
登
り
は

一
つ
の

ド
ラ
マ
と
も
言
え
る
。
沢
は
全
体

に
明
る
く
、
徒
渉
の
連
続
で

高
巻
き
は
少
な
か

つ
た
。
大
滝

の
耳
を
つ
ん
さ
く
よ
う
な
ご

，

音
と
共

に

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
気

に
藩
下
す
る
、
圧
倒
さ
れ
る

地
元
の
観
光
協
会
が
立
て
た
案
内
板
が
所
々
に
あ
る
。
熊
を
追

う

マ
タ
ギ
が
二
手
に
分
か
れ
た
所
だ
と
か
、
熊
の
ッ
メ
跡
だ
と

か
書
い
て
あ
る
。
尾
根
上
に
出
る
と
正
面
に
浅
草
岳
が
盛
り
上

が
り
、
只
見
沢
を

へ
だ
て
て
鬼
ヶ
雨
…１１
の
東
面
岩
壁
び
荒
々
し

い
。
や
や
ブ

ッ
シ
ュ
が
多
い
け
れ
ど
雪
終
も
あ
り
、

ス
ラ
ブ
や

岩
の
様
子
が

一
ノ
倉
と
似
て
い
る
。
只
見
沢
は
、
兄
ケ
面
山

へ

抜
け
る
に
は
三

ッ
当
一具
を
要
し
そ
う
だ
し
、
浅
草
岳

へ
抜
け
る

に
は
ひ
ど
い
ャ
ブ
こ
ざ
を
強
い
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
単
独

で
は
無
理
と
判
断
し
て
、
こ
れ
か
ら
浅
草
書

の
頂
上
を
往
復
し

て
く
る
だ
け

に
し
よ
う
と
の
ん
び
り
と
歩
い
た
。
浅
草
岳
の
山

頂
は
狭
い
が
、
西
の
肩
の
あ
た
り
は
池
糖
が
ち
ら
ほ
ら
あ
り
昼

寝
に
は
も

つ
て
こ
い
の
草
原
で
あ

つ
た
。
　
一
時
間
以
上
紙

つ
た
。

帰
り
は
同
じ

コ
ー
ス
を
田
子
倉
湖

へ
と
下

つ
た
。

′
イ
ム
　
登
山
口
９

ｏ
”
―
浅
革
岳
電

・
５。
２
‐４

ｏ
鈍
―

よ
う
な
す
ご
さ
は
今
で
も
日
に
や
き
つ
レ、
て
ぃ
る
。
そ
し
て
止

流
で
は
美
し
い
稜
線
の
展
望

に
両
岸
の
花
畑
と
、
別
天
地
の
よ

う
で
あ

つ
た
。

全
体
を
通
し
て
沢
の
中
で
は
安
定
し
た
天
候

に
恵
ま
れ
、
膜

調
す
ぎ
る
進
み
具
合
で
、
出
合
よ
り
稜
線
ま
で
ち
よ
う
ど
正
味

二
日
で
あ

つ
た
。
普
段
の
沢
の
積
重
ね
と
、
パ
ー
テ
イ
の
足
が

揃

つ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
又
、
四
五
年
の
赤
石
沢
の
記
録

（
小
川
ｍ
、
富
士
野
、
塚
田
）
が
参
考
に
な

つ
た
。

最
後

に
奥
西
河
内
遡
行
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

つ
た
会
員
の

方
々
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
今
後
と
も
大
き
な
沢
を
他
の
会
員

ｒ

が
遡
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

う
０催

浅

草

岳

期
日
　
入
月
八
月
ロ

参
加
者
　
天
野

（単
独
）

田
子
倉
朝

の
畔
よ
り
歩
き
は
じ
め
る
。
只
見
沢
を
湖
る
予
定

で
あ

つ
た
が
単
独
行
な
の
で
、
ま
ず
は

一
般

ル
ー
ト
か
ら
浅
草

岳

に
登
る
こ
と

に
し
た
。
沢
沿
い
の
道
は
何
と
な
く
上
高
地
あ

０

た
り
の
樹
林
帯

に
似
て
い
て
、
な
か
な
か
雰
囲
気
が
よ
ろ
し
い

前
夜
、
車
で
天
目
山
栖
雲
寺
の
と
こ
ろ
ま
で
入
り
、
村
営
駐

車
場
で
仮
眠
す
る
。

起
き
て
み
る
と
、
絶
好
の
登
山
田
和
で
、
青
空
が
ま
ぶ
し
い
。

軽
く
朝
食
を
と
り
、
更

に
延
び
て
い
る
日
川
林
道
を

の
ん
び
タ

と
た
ど
る
が
、
な
に
し
ろ
む
し
署
い
。
途
中
、

キ
ヤ
ン
プ
を
し

て
い
る
人
達
が
、

フ
イ
ア
イ
と
楽
し
そ
う
に
や

っ
て
い
る
の
を

横
目
で
見
な
が
ら
嵯
峨
塩
鉱
泉
ま
で

一
ビ

ッ
チ
。
柚
坂
峠

へ
の

取
付
を
捜
す
が
、
行
き
過
ぎ
て
し
ま

つ
た
り
で
、
無
駄
な
時
間

を
過
ご
し
て
し
ま

っ
た
。
数
軒
の
開
拓
部
落
の
中
を
通
り
、
彼

ら
が
作

つ
て
い
る
り
ん
ど
う
畑
に
、
見
惣
れ
な
が
ら
進
む
と
、

　
　
９一

柚
坂
峠
の
取
付
で
あ
る
。
取
付
と
い

つ
て
も
適
標
が

あ
る
で
な

　

¨

し
、
地
図
を
頼
り

に
、
か
ま
わ
ず
尾
根
に
向

つ
て
草
の
中
を
踏

み
入
る
と
、
す
ぐ
道
に
出
た
。
あ
す
り
歩
か
れ
て
い
な
い
の
で

途
中
ヤ
プ
が
う
る
さ
い
が
、
そ
れ
も
た
い
し
た
こ
と
な
く
、
峠

へ
出
る
。

の
ど
か
な
峠
か
ら
は
、
今
年
甲
子
園
出
場
の
商
業
高

校
が
あ
る
塩
山
市
の
街
並
み
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
見
下
ろ
せ

，わ
。さ

あ
、

日
川

局
根

た
。

ヤ
プ
が
ひ
ど
い
と
の
議
で
あ

つ
た
が
、
ち
よ
つ
ど
挙
刈
り
さ
れ

た
機
で
、
資

に
の
ど
か
な
嬌
根
ル
ー
だ
。
源
次
郎
備
分
餞
付
近
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